
議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

　

福
知
山
市
議
会
、瀬
戸
市
議

会
、安
城
市
議
会
に
お
い
て「
議

会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」、「
予
算
審
査
や

決
算
審
査
に
対
す
る
提
言
書
」と

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
広

報
」に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
議
会
の
I
C
T
化
に
伴
い
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た
こ
と
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
、出
先
で
も
市

民
か
ら
の
質
問
に
対
し
新
し
い

資
料
等
で
即
答
が
出
来
る
な
ど
、

議
会
活
動
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。ま
た
、経
費
面
で
年
間
で

２
２
２
万
円
の
費
用
対
効
果
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

予
算
審
査
や
決
算
審
査
に
対

す
る
提
言
に
つ
い
て
は
、「
予
算
及

び
決
算
の
議
案
・
議
題
に
対
す
る

も
の
」と「
予
算
及
び
決
算
以
外

の
議
案
・
議
題
に
対
す
る
も
の
」、

「
委
員
会
の
調
査
研
究
付
託
事

件
に
関
す
る
も
の
」の
３
種
類
に

分
け
発
議
か
ら
執
行
部
に
出
す

手
順
を
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
広

報
」に
つ
い
て
、議
会
活
動
を
市
民

に
知
ら
せ
る
番
組
を
年
４
回
制

作
し「
開
か
れ
た
、信
頼
さ
れ
た

議
会
」を
つ
く
る
た
め
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
ふ
ま
え
、

I
C
T
化
、予
算
、決
算
審
査
の

方
法
や
議
会
報
告
会
の
や
り
方

な
ど
に
つ
い
て
更
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
別
府
市
で
は
議
会
の
広
報
広
聴

事
業
と
し
て「
市
民
と
議
会
の
対

話
集
会
」「
議
会
出
前
講
座
」等
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。内
容
は
、

テ
ー
マ
を
設
け
て
常
任
委
員
会
ご

と
に
所
管
す
る
分
野
の
団
体
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
交

換
を
実
施
し
、執
行
部
へ
の
要
望

書
提
出
に
つ
な
げ
ら
れ
て
お
り
、

将
来
的
に
は
政
策
提
言
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

現
在
多
久
市
で
は
、広
報
事
業
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、議
会
と
し
て
広

聴
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
検
討
が
必
要
で
は
と
感
じ
ま
し

た
。

　
「
お
お
づ
ま
ち
議
会
だ
よ
り
」

は
、町
民
の
興
味
を
引
く
よ
う
な

見
出
し
付
け
や
、字
数
を
絞
る
こ

と
で
文
字
を
大
き
く
し
見
や
す
い

記
事
と
す
る
こ
と
、見
開
き
で
特

集
を
掲
載
す
る
な
ど
、様
々
な
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。多
久

市
の「
議
会
だ
よ
り
」も
見
や
す
く

わ
か
り
や
す
く
、親
し
み
や
す
い

広
報
誌
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

議会運営委員会
視 察 報 告

議会広報委員会
視 察 報 告

視察：令和２年1月29日〜31日
京都府福知山市
愛知県瀬戸市
愛知県安城市

視察：令和２年2月13日〜14日
大分県別府市
熊本県大津町

大
分
県
別
府
市
の「
市
民

と
議
会
の
対
話
集
会
」「
議

会
出
前
講
座
」に
つ
い
て

熊
本
県
大
津
町
の「
議
会

だ
よ
り
」に
つ
い
て

飯守 康洋 議員
嘱託員の位置づけは今後どうなる
Q この条例改正により公務員ではな
くなり、私人との位置づけとなります
が、これまでとどう変わるのか。
A 地方公務員法の改正に伴い、特別職非常勤職
員としての任用に当たらなくなるが、嘱託員には、
市からの通知や市政の普及、地域における行政事
務の支援など、これまでと同様に市の行政事務の
補助に携わっていただきます。

樺島 永二郎 議員
防災行政無線の更新
Q 操作卓の強化とは、また、情報入
手困難者への機器の貸与数は。
A 防災行政無線は、設置から１０年がたち機器の
老朽化に伴い、操作卓及び親局設備の更新工事、
サーバーのクラウド化等を行います。避難行動要支
援者の方などへ200台を予定している戸別受信機
を貸与、設置し、情報伝達機能の強化を図ります。

香月 正則 議員
非常勤職員から私人へ
Q 地方公務員法の改正に伴い、交通
安全指導員の任用の根拠が改めら
れ、特別職非常勤職員任用から私人へと改正され、
今まで公務災害で補償されていた保険に加入でき
ず、新たな民間の保険に加入となるが、同等の補償
内容になるのか。
A 公務災害補償と同じような民間保険がないか
調査をしたが、現状と変わらない保険は見つけるこ
とができませんでした。

樺島 永二郎 議員
弓道場整備
Q 改修工事の内容は、弓道競技の会
場としての役割は。
A 玄関スロープの設置、トイレの洋式化、多目的ト
イレの設置、体育館床の研磨、カーテンの取替え、
照明のＬＥＤ化、外壁の塗装、屋根の防水補修、網
戸の取付け、ミーティングルームへの空調機設置等
です。体育館を選手、監督の控室、実施本部等で活

用、弓道場から屋根つき
通路を設け、体育館入り口
ドアの改修も行ないます。

樺島 永二郎 議員
嚶鳴（おうめい）協議会に加入するメリッ
トは
Q 嚶鳴協議会はどのような団体か、
加入する事でのメリットは。
A ふるさとの先人を地域づくりに生かす全国１５
の自治体が連携と交流を通し学び、考え、実践す
ることを目的に、設立された団体です。メリットとし
ては、加盟自治体がふるさとの先
人を活用した先進事例を持ってお
り、情報発信や情報交換などの相
互交流を行うことで市の施策に積
極的に活用できることなどです。

「
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」、「
予

算
審
査
や
決
算
審
査
に
対

す
る
提
言
書
」と「
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
広
報
」

に
つ
い
て

市庁舎内「操作卓」
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